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対象者数 回答数 回収率 有効サンプル数
小学生 1,884 1,763 93.6% 1,763
中学生 1,304 1,087 83.4% 1,087
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195 132 47 179 91.8 179
108 83 4 87 80.6 87
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中学校「スマイ 　
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非常によく できている かなりできている ある程度できている まったく できていない
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小学校 1,512 1,253 159 1,412 93.4% 1,412 
中学校 1,142 728 85 813 71.2% 813 
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図22　小学生保護者の「スマイル学習」への認知
　　　度別にみた評価
図21　小学生保護者の年代別にみた「スマイル学
　　　習」への評価
図23　小学生保護者の家庭での「スマイル学習」
　　　への関わり方別にみた評価
武雄市「ICTを活用した教育」による効果の検証
― 55 ―
　「効果があると思う」「やや効果があると思う」
保護者の割合は大きな変化はみられない（40.9%
から43.3%に微増）。しかし、「どちらともいえない」
保護者の割合は24.7%から35.2%に増え、「わから
ない」という保護者の割合は19.4%から9.7%に減
少した。これは、「スマイル学習」の内容につい
て保護者が理解を深めたことで、「わからない」
と考えていた保護者が「どちらともいえない」考
えに至った可能性がある。ただし、追跡調査がで
きないので、「スマイル学習」への考えの変化に
ついては、可能性があるという程度に言及を留め
なければならない。
4.3.　中学生の保護者（2016年調査）
　中学生の保護者を対象としたアンケート調査は
今回が初めてである。前項の小学性の保護者対象
と同様に、保護者年代別（図25）、「スマイル学習」
への認知度別（図26）、保護者の家庭での関わり
方別（図27）でクロス集計分析した。
　保護者の年代別では、年代が上がるほど、「ス
マイル学習」の効果に否定的な考えを持つ保護者
の割合が高くなった。また、「スマイル学習」の
内容への認知度別では、内容をよく知っている保
護者で効果がわからないという保護者の割合が高
い結果となった。さらに、保護者の家庭での関わ
り方別では生徒自らがすべてやったので、特に関
わらなかったという保護者が多く、関わり方の違
いによる効果への考え方の違いは明らかにできな
かった。
5.　まとめ　　　　　　　　　　　　　　　
　「スマイル学習」は、小中学校で学ぶ全授業時
間数の2%程度の実施であるため、本調査の結果
のみで結論づけることは難しいが、2016年度の調
査結果から「スマイル学習」の効果について次の
ようなことが言える。第一に、「スマイル学習」
を経験した児童・生徒は、「話し合う活動を通じて、
自分の考えを深めたり、広げたりすることができ
ている」と回答する傾向が全国平均に比べて顕著
に高いことである。第二に、「スマイル学習」指
導の経験をもつ教職員は、話し合い活動や思考力
育成を重視する傾向があり、こうした「スマイル
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図24　小学生保護者での「スマイル学習」への評
　　　価の経年比較
図26　中学生保護者の「スマイル学習」への認知
　　　度別にみた評価
図27　中学生保護者の家庭での「スマイル学習」
　　　への関わり方別にみた評価
図25　中学生保護者の年代別にみた「スマイル学
　　　習」への評価
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学習」に特徴的な活動の成果に自信をもっている
が、それが教職員としての自己効力感に結びつき
にくいということである。第三に、小学生の保護
者では認知度の高い保護者、関与の高い保護者ほ
ど「スマイル学習」の効果を認める傾向があるが、
中学生の保護者ではこの傾向はみられないことで
ある。これまで多くの教育調査は、その「効果」
を子どもの学力と意欲の側面からのみ捉えてき
た。しかし公教育は、児童・生徒、教職員、保護
者がそれぞれ相互に関与しあう協働的な営みであ
るから、その効果は、これら三者にどのような影
響と変容があったかを総合的にとらえる必要があ
る。その意味で、本プロジェクトによる効果検証
がもつ意味は大きい。なお、2016年度調査結果の
全体については、「第三次検証報告書」（現代社会
総合研究所から刊行予定）で詳細な分析を行う。
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